
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
十
六
号

船
舶
構
造
規
則

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
、
第
二
十
九
条
ノ
三
、
第
二
十
九
条
ノ
四
第
四
項
並
び
に
第
二
十
九
条
ノ
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
構
造
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
三
条
）

第
二
章
　
船
体
及
び
排
水
設
備
の
材
料
及
び
溶
接
（
第
四
条―

第
八
条
の
二
）

第
三
章
　
船
体
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造

第
一
節
　
船
体
の
縦
強
度
（
第
九
条
）

第
二
節
　
外
板
（
第
十
条
）

第
三
節
　
甲
板
（
第
十
一
条
）

第
四
節
　
船
側
構
造
（
第
十
二
条
）

第
五
節
　
船
底
構
造
（
第
十
三
条―

第
十
五
条
）

第
六
節
　
甲
板
構
造
（
第
十
六
条
）

第
七
節
　
ピ
ラ
ー
（
第
十
七
条
）

第
八
節
　
水
密
隔
壁
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
）

第
九
節
　
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
（
第
二
十
条
）

第
十
節
　
船
楼
及
び
甲
板
室
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
）

第
十
一
節
　
船
首
尾
構
造
（
第
二
十
三
条
・
第
二
十
四
条
）

第
十
二
節
　
か
じ
（
第
二
十
五
条
）

第
十
三
節
　
機
関
室
及
び
軸
路
（
第
二
十
六
条―

第
二
十
八
条
）

第
十
四
節
　
雑
則
（
第
二
十
九
条
）

第
四
章
　
船
体
の
水
密
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造

第
一
節
　
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板
（
第
三
十
条―

第
三
十
五
条
）

第
二
節
　
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板
（
第
三
十
六
条―

第
三
十
八
条
）

第
三
節
　
上
甲
板
及
び
上
甲
板
よ
り
上
方
の
暴
露
甲
板
（
第
三
十
九
条―
第
四
十
七
条
）

第
四
節
　
水
密
隔
壁
（
第
四
十
八
条―

第
五
十
条
）

第
五
節
　
内
底
板
（
第
五
十
一
条
）

第
六
節
　
雑
則
（
第
五
十
二
条
）

第
五
章
　
排
水
設
備

第
一
節
　
排
水
管
、
放
水
口
そ
の
他
の
排
水
設
備
（
第
五
十
三
条―

第
五
十
七
条
）

第
二
節
　
排
水
装
置
（
第
五
十
八
条―

第
六
十
二
条
）

第
六
章
　
雑
則
（
第
六
十
三
条―

第
六
十
七
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
管
海
官
庁
」
と
は
、
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）
第
一
条
第
十
四
項
の
管
海
官
庁
を
い
う
。

２
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
上
甲
板
」
と
は
、
船
体
の
主
要
部
を
構
成
す
る
最
上
層
の
全
通
甲
板
を
い
う
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
船
体
の
主
要
部
を
構
成
す
る
最
上

層
の
全
通
甲
板
よ
り
も
下
方
の
全
通
甲
板
の
い
ず
れ
か
を
上
甲
板
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
船
の
長
さ
」
と
は
、
計
画
満
載
喫
水
線
の
全
長
の
九
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
計
画
満
載
喫
水
線
上
の
船
首
材
の
前
端
か
ら
だ
頭
材
の
中
心
ま
で
の
距
離
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
も
の
を
い
う
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
船
の
長
さ
は
、
Ｌ
で
示
す
も
の
と
し
、
そ
の
単
位
は
、
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

４
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
「
船
楼
」
と
は
、
上
部
に
甲
板
を
有
す
る
上
甲
板
上
の
構
造
物
で
あ
っ
て
、
船
側
か
ら
船
側
ま
で
達
す
る
も
の
及
び
そ
の
側
板
が
船
側
外
板
か
ら
内
側
に
向
か
っ
て
船
の
幅
（
船
体
最
広
部
に
お
け
る
横
置
フ

レ
ー
ム
又
は
船
側
縦
通
フ
レ
ー
ム
の
外
面
か
ら
外
面
ま
で
の
水
平
距
離
を
い
う
。
）
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
位
置
に
あ
る
も
の
を
い
い
、
「
甲
板
室
」
と
は
、
上
部
に
甲
板
を
有
す
る
上
甲
板
上
の
構
造
物
で
あ
っ
て
、
船
楼
以

外
の
も
の
を
い
う
。

５
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
「
船
首
楼
」
と
は
、
船
首
部
に
あ
る
船
楼
を
い
い
、
「
船
尾
楼
」
と
は
、
船
尾
部
に
あ
る
船
楼
を
い
う
。

６
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
「
低
船
首
楼
」
と
は
、
船
首
部
の
上
甲
板
が
そ
の
直
後
の
上
甲
板
よ
り
も
下
方
に
あ
る
船
舶
の
船
首
楼
を
い
い
、
「
低
船
尾
楼
」
と
は
、
船
尾
部
の
上
甲
板
が
そ
の
直
前
の
上
甲
板
よ
り
も
下
方
に
あ
る
船
舶

の
船
尾
楼
を
い
う
。

1



７
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
第
一
級
閉
囲
船
楼
」
と
は
、
船
楼
端
隔
壁
に
開
口
の
な
い
船
楼
及
び
船
楼
端
隔
壁
に
設
け
る
出
入
口
を
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
閉
鎖
装
置
に
よ
り
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
船
楼
を
い

う
。

８
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
第
二
級
閉
囲
船
楼
」
と
は
、
船
楼
端
隔
壁
に
設
け
る
出
入
口
を
閉
鎖
す
る
閉
鎖
装
置
が
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
船
楼
で
あ
っ
て
、
第
一
級
閉
囲
船
楼
以
外
の
も
の
を
い
う
。

９
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
「
第
一
級
閉
囲
甲
板
室
」
と
は
、
甲
板
室
周
壁
に
開
口
の
な
い
甲
板
室
及
び
甲
板
室
周
壁
に
設
け
る
出
入
口
を
第
七
項
の
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
閉
鎖
装
置
に
よ
り
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で

き
る
甲
板
室
を
い
う
。

10
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
横
式
構
造
」
と
は
、
外
板
に
あ
っ
て
は
主
と
し
て
横
置
フ
レ
ー
ム
に
よ
り
、
甲
板
に
あ
っ
て
は
主
と
し
て
横
置
ビ
ー
ム
に
よ
り
防

と
う撓

す
る
構
造
を
い
う
。

11
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
縦
式
構
造
」
と
は
、
外
板
に
あ
っ
て
は
主
と
し
て
縦
通
フ
レ
ー
ム
に
よ
り
、
甲
板
に
あ
っ
て
は
主
と
し
て
縦
通
ビ
ー
ム
に
よ
り
防

と
う撓

す
る
構
造
を
い
う
。

12
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
窓
」
と
は
、
外
板
又
は
船
楼
若
し
く
は
甲
板
室
の
周
壁
に
設
け
る
長
方
形
の
各
々
の
角
に
適
当
な
丸
み
を
つ
け
た
形
状
の
開
口
又
は
円
形
若
し
く
は
だ
円
形
の
開
口
で
あ
っ
て
当
該
開
口
の
面
積
が
〇
・
一

六
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。

13
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
げ
ん
窓
」
と
は
、
外
板
又
は
船
楼
若
し
く
は
甲
板
室
の
周
壁
に
設
け
る
円
形
又
は
だ
円
形
の
開
口
で
あ
っ
て
当
該
開
口
の
面
積
が
〇
・
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
を
い
う
。

14
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
天
窓
」
と
は
、
通
風
又
は
採
光
の
た
め
に
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
構
造
物
の
頂
部
に
設
け
る
開
口
を
い
う
。

（
同
等
効
力
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
し
な
い
船
体
及
び
排
水
設
備
の
構
造
、
寸
法
及
び
材
料
で
あ
っ
て
管
海
官
庁
が
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
効
力
を
有
す
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
殊
な
船
舶
）

第
三
条
　
潜
水
船
、
水
中
翼
船
、
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
艇
等
の
特
殊
な
船
舶
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
り
難
い
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
管
海
官
庁
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
船
体
及
び
排
水
設
備
の
材
料
及
び
溶
接

（
船
体
及
び
排
水
設
備
の
材
料
）

第
四
条
　
船
体
及
び
排
水
設
備
に
は
、
材
質
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
材
料
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
Ｌ
が
二
十
五
未
満
の
船
舶
の
船
体
に
は
、
管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め
る
材
料
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
船
体
及
び
排
水
設
備
の
溶
接
）

第
五
条
　
船
体
及
び
排
水
設
備
の
溶
接
継
手
部
は
、
溶
接
母
材
の
種
類
及
び
形
状
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
溶
接
施
工
方
法
及
び
溶
接
材
料
に
よ
り
溶
接
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
体
及
び
排
水
設
備
の
溶
接
継
手
部
は
、
溶
接
母
材
の
種
類
及
び
形
状
、
溶
接
材
料
並
び
に
溶
接
姿
勢
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
次
条
第
一
項
の
試
験
に
合
格
し
た
溶
接
工
そ
の
他
告
示
で
定
め
る
要
件
を
備

え
る
溶
接
工
に
よ
り
溶
接
さ
れ
た
も
の
、
又
は
自
動
溶
接
機
に
よ
り
溶
接
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
溶
接
技
り
ょ
う
試
験
）

第
六
条
　
溶
接
工
の
技
り
ょ
う
に
関
す
る
試
験
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
試
験
」
と
い
う
。
）
は
、
溶
接
母
材
の
種
類
及
び
形
状
、
溶
接
材
料
並
び
に
溶
接
姿
勢
の
区
分
ご
と
に
、
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。

２
　
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
「
受
験
者
」
と
い
う
。
）
は
、
告
示
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
受
験
申
請
書
を
受
験
者
の
所
属
す
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸

監
理
部
長
並
び
に
運
輸
支
局
（
地
方
運
輸
局
組
織
規
則
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
三
号
）
別
表
第
二
第
一
号
に
掲
げ
る
運
輸
支
局
（
福
岡
運
輸
支
局
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
、
同
令
別
表
第
五
第
二
号
に
掲
げ
る
海
事
事
務

所
の
長
及
び
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
総
合
事
務
局
に
置
か
れ
る
事
務
所
で
地
方
運
輸
局
に
お
い
て
所
掌
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
国
土
交
通
省
組

織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
二
百
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
も
の
の
長
を
含
む
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、
告
示
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
合
格
証
明
書
（
次
項
、
次
条
及
び
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
証
明
書
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
証
明
書
の
書
換
え
及
び
再
交
付
）

第
七
条
　
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
証
明
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
最
寄
り
の
地
方
運
輸
局
長
に
告
示
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
書
換
え
申
請
書
を
提
出
し
て
、
そ
の
書
換
え
を
申
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
証
明
書
を
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
地
方
運
輸
局
長
に
告
示
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
再
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
、
そ
の
再
交
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
手
数
料
）

第
八
条
　
受
験
者
は
、
二
千
九
百
五
十
円
の
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
証
明
書
の
書
換
え
又
は
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
三
千
五
十
円
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
千
八
百
五
十
円
）
の
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
手
数
料
は
、
告
示
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
手
数
料
納
付
書
に
収
入
印
紙
を
貼
っ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
船
体
及
び
排
水
設
備
の
材
料
に
関
す
る
船
舶
区
画
規
程
の
適
用
）

第
八
条
の
二
　
船
体
及
び
排
水
設
備
の
材
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
船
舶
区
画
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
九
十
七
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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第
三
章
　
船
体
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造

第
一
節
　
船
体
の
縦
強
度

（
船
体
の
縦
強
度
）

第
九
条
　
船
体
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
縦
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
曲
げ
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
、
用
途
及
び
航
行
区
域
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と

認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
船
体
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
縦
せ
ん
断
力
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
せ
ん
断
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
Ｌ
が
九
十
未
満
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
前
二
項
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
に
配
置
す
る
部
材
は
、
船
体
が
全
体
に
わ
た
っ
て
強
度
を
連
続
し
て
有
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
船
体
の
縦
強
度
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
二
節
　
外
板

（
外
板
）

第
十
条
　
外
板
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
こ
れ
に
作
用
す
る
波
浪
に
よ
る
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
船
体
の
全
体
に
わ
た
っ
て
前
号
の
強
度
を
連
続
し
て
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
外
板
に
開
口
を
設
け
る
場
合
に
は
、
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
開
口
の
周
囲
に
過
剰
な
応
力
集
中
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
外
板
の
腐
し
ょ
く
が
生
じ
や
す
い
箇
所
の
強
度
そ
の
他
の
外
板
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
三
節
　
甲
板

（
甲
板
）

第
十
一
条
　
甲
板
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
、
用
途
及
び
航
行
区
域
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
甲
板
口
の
部
分
を
除
き
、
船
側
か
ら
船
側
ま
で
（
船
楼
甲
板
に
あ
っ
て
は
船
楼
外
板
か
ら
船
楼
外
板
ま
で
、
甲
板
室
の
上
部
の
甲
板
に
あ
っ
て
は
甲
板
室
側
壁
か
ら
甲
板
室
側
壁
ま
で
）
達
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
こ
れ
に
作
用
す
る
甲
板
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
全
体
に
わ
た
っ
て
前
号
の
強
度
を
連
続
し
て
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
船
体
の
縦
強
度
を
保
持
す
る
た
め
の
甲
板
に
ハ
ッ
チ
そ
の
他
の
甲
板
口
を
設
け
る
場
合
に
は
、
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
甲
板
口
の
周
囲
に
過
剰
な
応
力
集
中
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
甲
板
の
階
段
部
の
構
造
そ
の
他
の
甲
板
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
四
節
　
船
側
構
造

（
船
側
構
造
）

第
十
二
条
　
船
側
構
造
は
、
こ
れ
を
横
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
船
側
外
板
を
有
効
に
防

と
う撓

し
、
か
つ
、
横
置
ビ
ー
ム
を
有
効
に
支
持
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
横
置
フ
レ
ー
ム
を
告
示
で
定
め
る
心
距
で
設
け
る
こ
と
。

二
　
横
置
フ
レ
ー
ム
を
有
効
に
支
持
す
る
た
め
船
側
縦
通
桁
を
設
け
る
場
合
に
は
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
船
側
構
造
は
、
こ
れ
を
縦
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
船
側
外
板
を
有
効
に
防

と
う撓

す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
船
側
縦
通
フ
レ
ー
ム
を
告
示
で
定
め
る
心
距
で
設
け
る
こ
と
。

二
　
船
側
縦
通
フ
レ
ー
ム
を
有
効
に
支
持
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
横
置
特
設
フ
レ
ー
ム
を
告
示
で
定
め
る
心
距
で
実
体
フ
ロ
ア
の
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
船
側
構
造
を
横
式
構
造
と
す
る
場
合
に
お
け
る
片
持
ビ
ー
ム
の
支
持
の
方
法
そ
の
他
の
船
側
構
造
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
五
節
　
船
底
構
造

（
二
重
底
構
造
と
す
る
場
合
に
お
け
る
船
底
構
造
）

第
十
三
条
　
船
底
構
造
は
、
船
体
の
縦
強
度
を
増
す
た
め
、
な
る
べ
く
、
連
続
し
た
二
重
底
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
底
構
造
は
、
こ
れ
を
二
重
底
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
部
材
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
中
心
線
ガ
ー
ダ

二
　
側
ガ
ー
ダ

三
　
実
体
フ
ロ
ア

四
　
内
底
板

五
　
組
立
フ
ロ
ア
（
船
底
構
造
を
横
式
構
造
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

六
　
縦
通
フ
レ
ー
ム
（
船
底
構
造
を
縦
式
構
造
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

３
　
中
心
線
ガ
ー
ダ
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
中
央
部
Ｌ
の
二
分
の
一
の
間
に
お
い
て
は
、
連
続
し
た
構
造
と
し
、
で
き
る
限
り
船
首
尾
に
向
け
て
延
長
し
て
設
け
る
こ
と
。

二
　
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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三
　
燃
料
油
、
清
水
又
は
水
バ
ラ
ス
ト
を
積
む
箇
所
に
お
い
て
は
、
船
舶
の
復
原
性
を
保
持
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
（
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場

合
を
除
く
。
）
。

４
　
側
ガ
ー
ダ
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
中
央
部
Ｌ
の
二
分
の
一
の
間
に
お
い
て
は
、
中
心
線
ガ
ー
ダ
と
船
側
と
の
間
に
告
示
で
定
め
る
間
隔
で
設
け
る
こ
と
。

二
　
船
首
隔
壁
と
告
示
で
定
め
る
箇
所
と
の
間
に
お
い
て
は
、
船
側
と
船
側
と
の
間
に
告
示
で
定
め
る
間
隔
で
設
け
る
こ
と
。

三
　
で
き
る
限
り
船
首
尾
に
向
け
て
延
長
し
て
設
け
る
こ
と
。

四
　
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

５
　
実
体
フ
ロ
ア
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
主
機
室
の
横
置
フ
レ
ー
ム
の
位
置
（
船
底
構
造
を
縦
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
主
機
の
下
部
以
外
の
場
所
に
お
い
て
は
、
一
個
お
き
の
横
置
フ
レ
ー
ム
の
位
置
）
、
ス
ラ
ス
ト
受
台
及
び
ボ
イ
ラ
台
の
下
部
の
位
置
、
横
置
隔
壁

の
下
部
の
位
置
そ
の
他
告
示
で
定
め
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

二
　
船
側
構
造
を
横
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
前
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
告
示
で
定
め
る
間
隔
で
、
横
置
フ
レ
ー
ム
の
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

三
　
船
側
構
造
を
縦
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
告
示
で
定
め
る
間
隔
で
設
け
る
こ
と
。

四
　
船
体
の
横
強
度
を
増
し
、
か
つ
、
内
底
板
を
有
効
に
支
持
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

６
　
内
底
板
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
貨
物
に
よ
る
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
組
立
フ
ロ
ア
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
実
体
フ
ロ
ア
を
設
け
な
い
横
置
フ
レ
ー
ム
の
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

二
　
内
底
板
を
有
効
に
支
持
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

８
　
縦
通
フ
レ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
内
底
板
の
下
部
及
び
船
底
外
板
の
上
部
に
告
示
で
定
め
る
心
距
で
設
け
る
こ
と
。

二
　
内
底
板
及
び
船
底
外
板
を
有
効
に
防

と
う撓

す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

９
　
横
式
構
造
と
縦
式
構
造
と
の
境
界
と
な
る
箇
所
及
び
二
重
底
の
高
さ
が
急
激
に
変
わ
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
船
底
構
造
が
強
度
を
連
続
し
て
有
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
　
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
内
底
板
と
横
置
フ
レ
ー
ム
又
は
横
置
特
設
フ
レ
ー
ム
と
を
固
着
す
る
方
法
そ
の
他
の
二
重
底
構
造
と
す
る
場
合
に
お
け
る
船
底
構
造
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
単
底
構
造
）

第
十
四
条
　
船
底
構
造
は
、
こ
れ
を
単
底
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
部
材
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
中
心
線
キ
ー
ル
ソ
ン

二
　
側
キ
ー
ル
ソ
ン

三
　
外
板
防

と
う撓

材
（
Ｌ
が
九
十
以
上
の
船
舶
に
限
る
。
）

四
　
実
体
フ
ロ
ア

五
　
縦
通
フ
レ
ー
ム
（
船
底
構
造
を
縦
式
構
造
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

２
　
中
心
線
キ
ー
ル
ソ
ン
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
桁
板
及
び
面
材
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
、
で
き
る
限
り
船
首
尾
に
向
け
て
延
長
し
て
設
け
る
こ
と
。

二
　
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３
　
側
キ
ー
ル
ソ
ン
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
中
央
部
Ｌ
の
二
分
の
一
の
間
に
お
い
て
は
、
中
心
線
キ
ー
ル
ソ
ン
と
船
側
と
の
間
に
告
示
で
定
め
る
間
隔
で
設
け
る
こ
と
。

二
　
桁
板
及
び
面
材
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
、
で
き
る
限
り
船
首
尾
に
向
け
て
延
長
し
て
設
け
る
こ
と
。

三
　
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
　
外
板
防

と
う撓

材
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
中
央
部
Ｌ
の
五
分
の
二
の
間
に
お
い
て
は
、
中
心
線
キ
ー
ル
ソ
ン
と
側
キ
ー
ル
ソ
ン
の
間
、
側
キ
ー
ル
ソ
ン
相
互
間
及
び
側
キ
ー
ル
ソ
ン
と
船
側
と
の
間
に
設
け
る
こ
と
。

二
　
船
底
外
板
を
有
効
に
防

と
う撓

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

５
　
実
体
フ
ロ
ア
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
船
底
構
造
を
横
置
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
横
置
フ
レ
ー
ム
の
位
置
に
、
船
底
構
造
を
縦
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
告
示
で
定
め
る
心
距
で
横
置
フ
レ
ー
ム
又
は
横
置
特
設
フ
レ
ー
ム
の
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

二
　
船
体
の
横
強
度
を
増
す
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

６
　
縦
通
フ
レ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
船
底
外
板
に
告
示
で
定
め
る
心
距
で
設
け
る
こ
と
。

二
　
船
底
外
板
を
有
効
に
防

と
う撓

す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

７
　
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
実
体
フ
ロ
ア
と
横
置
フ
レ
ー
ム
又
は
横
置
特
設
フ
レ
ー
ム
と
を
固
着
す
る
方
法
そ
の
他
の
単
底
構
造
と
す
る
場
合
に
お
け
る
船
底
構
造
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。
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（
船
底
構
造
に
関
す
る
船
舶
区
画
規
程
の
適
用
）

第
十
五
条
　
船
底
構
造
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
船
舶
区
画
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
節
　
甲
板
構
造

（
甲
板
構
造
）

第
十
六
条
　
甲
板
構
造
を
横
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
甲
板
を
有
効
に
防

と
う撓

す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
横
置
ビ
ー
ム
を
横
置
フ
レ
ー
ム
の
位
置
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
甲
板
縦
桁
を

設
け
る
と
き
は
、
横
置
ビ
ー
ム
を
有
効
に
支
持
す
る
た
め
、
下
縁
に
面
材
を
有
す
る
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
甲
板
構
造
を
縦
式
構
造
と
す
る
場
合
に
は
、
甲
板
を
有
効
に
防

と
う撓

す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
縦
通
ビ
ー
ム
を
告
示
で
定
め
る
心
距
で
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
縦
通
ビ
ー
ム
を
有
効
に
支
持

す
る
た
め
、
下
縁
に
面
材
を
有
す
る
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
甲
板
横
桁
を
、
一
層
の
甲
板
を
有
す
る
船
舶
に
あ
っ
て
は
横
置
特
設
フ
レ
ー
ム
の
位
置
に
、
二
層
以
上
の
甲
板
を
有
す
る
船
舶
に
あ
っ
て

は
な
る
べ
く
横
置
特
設
フ
レ
ー
ム
の
位
置
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
横
式
構
造
と
縦
式
構
造
と
の
境
界
と
な
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
甲
板
構
造
が
強
度
を
連
続
し
て
有
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
適
当
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
横
置
ビ
ー
ム
及
び
縦
通
ビ
ー
ム
を
固
着
す
る
方
法
そ
の
他
の
甲
板
構
造
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
七
節
　
ピ
ラ
ー

（
ピ
ラ
ー
）

第
十
七
条
　
ピ
ラ
ー
を
設
け
る
場
合
に
は
、
横
置
ビ
ー
ム
若
し
く
は
縦
通
ビ
ー
ム
又
は
甲
板
縦
桁
若
し
く
は
甲
板
横
桁
を
有
効
に
支
持
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
を
、
こ
れ
が
支
持
す
る
荷
重
を
下
部
の
部
材
に

有
効
に
伝
達
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
告
示
で
定
め
る
位
置
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ピ
ラ
ー
を
固
着
す
る
方
法
そ
の
他
の
ピ
ラ
ー
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
八
節
　
水
密
隔
壁

（
水
密
隔
壁
）

第
十
八
条
　
船
舶
に
は
、
船
体
の
横
強
度
を
保
持
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
水
密
隔
壁
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
位
置
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
船
首
隔
壁
　
船
首
垂
線
（
満
載
喫
水
線
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）
第
五
条
の
船
首
垂
線
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
船
尾
方
向
に
告
示
で
定
め
る
距
離
だ
け
離
れ
た
位
置
（
球
状
船
首

を
有
す
る
船
舶
そ
の
他
最
小
の
型
深
さ
（
満
載
喫
水
線
規
則
第
三
条
の
型
深
さ
を
い
う
。
）
の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
位
置
に
お
け
る
計
画
喫
水
線
に
平
行
な
喫
水
線
よ
り
も
下
方
の
い
ず
れ
か
の
部
分
が
船
首
垂
線
の
前
方
に
あ
る

船
舶
に
あ
っ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
位
置
か
ら
船
尾
方
向
に
告
示
で
定
め
る
距
離
だ
け
離
れ
た
位
置
）

二
　
船
尾
隔
壁
　
プ
ロ
ペ
ラ
孔
よ
り
も
船
首
方
向
の
い
ず
れ
か
の
位
置

三
　
機
関
室
隔
壁
　
機
関
室
の
前
端
及
び
後
端
の
位
置
（
船
尾
に
機
関
を
有
す
る
船
舶
に
あ
っ
て
は
、
機
関
室
の
前
端
の
位
置
）

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
船
舶
に
は
、
船
首
隔
壁
か
ら
船
尾
隔
壁
ま
で
の
間
に
、
Ｌ
の
大
き
さ
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
個
数
の
水
密
隔
壁
を
、
こ
れ
ら
の
水
密
隔
壁
及
び
同
項
各
号
に
掲
げ
る
水
密
隔
壁
の
相
互
間

の
間
隔
が
な
る
べ
く
告
示
で
定
め
る
間
隔
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
、
用
途
及
び
航
行
区
域
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
船
首
隔
壁
に
階
段
部
又
は
屈
折
部
を
設
け
る
場
合
に
は
、
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
位
置
に
こ
れ
ら
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
水
密
隔
壁
は
、
船
底
外
板
又
は
内
底
板
か
ら
上
甲
板
（
次
に
掲
げ
る
水
密
隔
壁
に
あ
っ
て
は
、
上
甲
板
の
直
上
の
甲
板
）
ま
で
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
に
作
用
す
る
荷
重
に
対
し
て

告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
上
甲
板
と
計
画
満
載
喫
水
線
と
の
間
の
甲
板
が
船
尾
隔
壁
か
ら
船
尾
ま
で
の
間
に
お
い
て
水
密
で
あ
る
場
合
に
は
、
船
尾
隔
壁
は
、
当
該
甲
板
ま
で
達
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。

一
　
第
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
船
体
の
主
要
部
を
構
成
す
る
全
通
甲
板
の
う
ち
最
上
層
の
も
の
以
外
の
も
の
を
上
甲
板
と
す
る
船
舶
の
船
首
隔
壁

二
　
告
示
で
定
め
る
長
さ
以
上
の
船
首
楼
を
有
す
る
船
舶
の
船
首
隔
壁

三
　
上
甲
板
よ
り
も
下
方
に
通
ず
る
閉
鎖
さ
れ
な
い
開
口
を
有
す
る
船
首
楼
を
有
す
る
船
舶
の
船
首
隔
壁

四
　
低
船
首
楼
の
位
置
に
設
け
る
船
首
隔
壁

五
　
低
船
尾
楼
の
位
置
に
設
け
る
船
尾
隔
壁

５
　
バ
ウ
・
ド
ア
を
有
す
る
船
舶
の
船
首
隔
壁
は
、
第
一
項
及
び
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

６
　
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
水
密
隔
壁
の
階
段
部
の
構
造
そ
の
他
の
水
密
隔
壁
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
水
密
隔
壁
に
関
す
る
船
舶
区
画
規
程
の
適
用
）

第
十
九
条
　
水
密
隔
壁
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
船
舶
区
画
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
九
節
　
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク

（
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
）

第
二
十
条
　
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
（
船
体
の
一
部
を
構
成
す
る
タ
ン
ク
で
あ
っ
て
水
、
燃
料
油
そ
の
他
の
液
体
を
積
載
す
る
た
め
に
船
倉
内
又
は
甲
板
間
に
設
置
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
六
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
頂
板
、
側
板
及
び
底
板
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
積
載
す
る
液
体
に
よ
る
水
圧
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二
　
船
舶
の
復
原
性
を
保
持
す
る
た
め
仕
切
隔
壁
を
設
け
る
場
合
に
は
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
　
水
及
び
空
気
の
滞
留
を
防
止
す
る
た
め
、
実
体
フ
ロ
ア
そ
の
他
の
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
を
構
成
す
る
部
材
（
頂
板
、
側
板
及
び
底
板
を
除
く
。
）
に
有
効
な
通
水
孔
及
び
通
気
孔
を
設
け
る
こ
と
。

四
　
タ
ン
ク
内
の
通
気
を
有
効
に
行
う
た
め
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
空
気
管
を
設
け
る
こ
と
。
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五
　
タ
ン
ク
内
に
過
圧
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
告
示
で
定
め
る
場
合
に
は
、
タ
ン
ク
内
の
過
圧
を
防
止
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管
を
設
け
る
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
測
深
管
の
下
部
の
底
板
の
構
造
そ
の
他
の
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
十
節
　
船
楼
及
び
甲
板
室

（
船
首
楼
の
設
置
）

第
二
十
一
条
　
船
舶
に
は
、
船
首
楼
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
及
び
乾
舷
（
満
載
喫
水
線
規
則
第
九
条
の
乾
舷
を
い
う
。
第
三
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
大
き
さ
又
は
船
首
高
さ

（
満
載
喫
水
線
規
則
第
五
十
八
条
又
は
第
六
十
五
条
の
十
二
の
船
首
高
さ
を
い
う
。
）
が
航
行
区
域
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
値
以
上
で
あ
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
船
楼
及
び
甲
板
室
）

第
二
十
二
条
　
船
楼
端
隔
壁
及
び
甲
板
室
周
壁
は
、
こ
れ
ら
に
作
用
す
る
波
浪
に
よ
る
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
船
楼
及
び
甲
板
室
の
構
造
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
十
一
節
　
船
首
尾
構
造

（
船
首
材
及
び
船
尾
材
）

第
二
十
三
条
　
船
首
に
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
波
浪
に
よ
る
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
船
首
材
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
尾
に
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
波
浪
に
よ
る
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
船
尾
材
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
船
尾
材
を
固
着
す
る
方
法
そ
の
他
の
船
首
材
及
び
船
尾
材
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
船
首
尾
防

と
う撓

構
造
）

第
二
十
四
条
　
船
首
か
ら
船
首
隔
壁
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
波
浪
に
よ
る
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
防

と
う撓

構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
尾
か
ら
船
尾
隔
壁
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
波
浪
に
よ
る
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
防

と
う撓

構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
節
　
か
じ

（
か
じ
）

第
二
十
五
条
　
船
舶
に
は
、
告
示
で
定
め
る
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
に
作
用
す
る
水
圧
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
か
じ
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
機
関
を

考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ピ
ン
ト
ル
の
構
造
そ
の
他
の
か
じ
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
十
三
節
　
機
関
室
及
び
軸
路

（
機
関
室
）

第
二
十
六
条
　
機
関
室
の
出
入
口
は
、
告
示
で
定
め
る
材
料
で
造
ら
れ
、
か
つ
、
機
関
室
の
内
外
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
こ
れ
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
扉
に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
主
機
台
、
補
機
台
、
ボ
イ
ラ
台
、
ス
ラ
ス
ト
受
台
及
び
中
間
軸
受
台
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
機
、
補
機
、
ボ
イ
ラ
、
ス
ラ
ス
ト
受
及
び
中
間
軸
受
を
有
効
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
こ
れ
ら
に
作
用
す
る
荷
重
に
対
し
て
告
示

で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
軸
路
）

第
二
十
七
条
　
船
尾
隔
壁
と
機
関
室
の
後
端
の
位
置
に
設
け
る
機
関
室
隔
壁
と
の
間
に
お
い
て
は
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
軸
路
に
よ
り
軸
系
を
閉
囲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
を
考
慮

し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
機
関
室
及
び
軸
路
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
二
十
八
条
　
こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
機
関
室
及
び
軸
路
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
十
四
節
　
雑
則

（
雑
則
）

第
二
十
九
条
　
マ
ス
ト
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
風
圧
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
十
分
な
強
度
を
有
し
、
か
つ
、
下
部
の
部
材
と
強
固
に
固
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
暴
露
さ
れ
た
上
甲
板
又
は
船
楼
甲
板
に
ブ
ル
ワ
ー
ク
を
設
け
る
場
合
に
は
、
告
示
で
定
め
る
強
度
を
有
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
船
体
の
水
密
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造

第
一
節
　
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板

（
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板
の
水
密
の
保
持
）

第
三
十
条
　
上
甲
板
（
上
甲
板
に
階
段
部
を
設
け
る
場
合
に
は
、
上
甲
板
の
暴
露
部
の
最
下
段
の
部
分
及
び
こ
れ
を
延
長
し
た
面
。
以
下
こ
の
節
及
び
次
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
よ
り
も
下
方
の
外
板
は
水
密
と
し
、
こ
れ
に
開
口
（
排
水

設
備
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け
る
場
合
に
は
、
次
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い

と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
げ
ん
窓
の
閉
鎖
）

第
三
十
一
条
　
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板
に
設
け
る
げ
ん
窓
は
、
そ
の
下
縁
が
、
船
側
に
お
い
て
上
甲
板
に
平
行
に
引
い
た
線
で
あ
っ
て
告
示
で
定
め
る
点
を
最
低
点
と
す
る
も
の
よ
り
も
下
方
に
位
置
す
る
よ
う
に
設
け
て
は
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
げ
ん
窓
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
波
浪
に
よ
る
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
と
し
て
開
口
の
位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
丸
窓
に
よ
り
、
水
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
窓
の
禁
止
）

第
三
十
一
条
の
二
　
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板
に
窓
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

（
海
水
吸
入
口
の
閉
鎖
）

第
三
十
二
条
　
海
水
吸
入
口
は
、
吸
入
管
に
設
け
る
次
に
掲
げ
る
弁
に
よ
り
、
水
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
と
し
て
使
用
す
る
船
首
倉
に
通
ず
る
吸
入
管
に
あ
っ
て
は
、
容
易
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
お
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
弁

二
　
船
員
を
配
置
す
る
機
関
区
域
に
通
ず
る
吸
入
管
に
あ
っ
て
は
、
機
関
区
域
に
お
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
弁
（
当
該
弁
の
開
閉
を
示
す
指
示
器
を
機
関
区
域
に
設
け
る
場
合
に
限
る
。
）

三
　
そ
の
他
の
吸
入
管
に
あ
っ
て
は
、
点
検
の
た
め
に
容
易
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
直
接
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
弁

（
載
貨
門
等
の
閉
鎖
）

第
三
十
三
条
　
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板
に
設
け
る
載
貨
門
、
舷
門
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
開
口
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
七
条
に
お
い
て
「
載
貨
門
等
」
と
い
う
。
）
は
、
船
首
隔
壁
よ
り
も
前
方
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
載
貨
門
等
は
、
そ
の
下
縁
が
、
船
側
に
お
い
て
上
甲
板
に
平
行
に
引
い
た
線
で
あ
っ
て
告
示
で
定
め
る
点
を
最
低
点
と
す
る
も
の
よ
り
も
下
方
に
位
置
す
る
よ
う
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
載
貨
門
等
を
設
け
る

区
画
が
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
第
一
項
の
載
貨
門
等
は
、
外
板
と
同
等
の
強
度
を
有
す
る
と
し
て
告
示
で
定
め
る
載
貨
扉
そ
の
他
の
閉
鎖
装
置
に
よ
り
、
水
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
灰
棄
筒
及
び
ち
り
棄
筒
）

第
三
十
三
条
の
二
　
船
舶
に
設
け
る
灰
棄
筒
及
び
ち
り
棄
筒
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
海
水
等
が
船
内
に
流
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
自
動
不
還
弁
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
自
動
不
還
弁
一
個
に
代
え
て
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
仕
切
り
弁
二
個
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
弁
の
水
密
性
そ
の
他
の
灰
棄
筒
及
び
ち
り
棄
筒
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
プ
ロ
ペ
ラ
孔
の
閉
鎖
）

第
三
十
四
条
　
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板
に
設
け
る
プ
ロ
ペ
ラ
孔
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
開
口
は
、
水
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板
の
水
密
の
保
持
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
三
十
五
条
　
こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
外
板
の
水
密
の
保
持
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
二
節
　
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板

（
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板
の
水
密
の
保
持
）

第
三
十
六
条
　
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板
は
水
密
と
し
、
こ
れ
に
開
口
を
設
け
る
場
合
に
は
、
次
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
を
考
慮
し

て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
窓
及
び
げ
ん
窓
の
閉
鎖
）

第
三
十
六
条
の
二
　
次
に
掲
げ
る
位
置
に
窓
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
第
一
級
閉
囲
船
楼
の
第
一
層
の
端
隔
壁
又
は
側
壁

二
　
復
原
性
の
計
算
に
お
い
て
浮
力
の
算
入
範
囲
内
に
あ
る
第
一
層
の
甲
板
室

２
　
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板
に
設
け
る
窓
及
び
げ
ん
窓
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
丸
窓
」
と
あ
る
の
は
「
丸
窓
又
は
角
窓
」
と
、
「
水
密
」
と
あ
る
の
は
「
風
雨

密
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
載
貨
門
等
の
閉
鎖
）

第
三
十
七
条
　
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板
に
設
け
る
載
貨
門
等
で
あ
っ
て
船
首
隔
壁
よ
り
も
前
方
に
設
け
る
も
の
は
、
外
板
と
同
等
の
強
度
を
有
す
る
と
し
て
告
示
で
定
め
る
バ
ウ
・
ド
ア
に
よ
り
、
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板
に
設
け
る
載
貨
門
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
水
密
」
と
あ
る
の
は
「
風
雨
密
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板
の
水
密
の
保
持
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
三
十
八
条
　
こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
外
板
の
水
密
の
保
持
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
三
節
　
上
甲
板
及
び
上
甲
板
よ
り
上
方
の
暴
露
甲
板

（
上
甲
板
及
び
上
甲
板
よ
り
上
方
の
暴
露
甲
板
の
水
密
の
保
持
）

第
三
十
九
条
　
上
甲
板
（
第
一
級
閉
囲
船
楼
内
の
上
甲
板
を
除
く
。
）
及
び
暴
露
さ
れ
た
船
楼
甲
板
（
第
一
級
閉
囲
船
楼
及
び
第
二
級
閉
囲
船
楼
の
船
楼
甲
板
に
限
る
。
）
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
上
甲
板
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
上

甲
板
よ
り
下
方
に
通
ず
る
開
口
を
閉
囲
す
る
甲
板
室
の
上
部
の
暴
露
甲
板
は
水
密
と
し
、
こ
れ
ら
に
開
口
を
設
け
る
場
合
に
は
、
次
条
か
ら
第
四
十
七
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁

が
船
舶
の
構
造
、
用
途
及
び
乾
舷
の
大
き
さ
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
天
窓
の
閉
鎖
）

第
三
十
九
条
の
二
　
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
天
窓
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
丸
窓
」
と
あ
る
の
は
「
丸
窓
又
は
角
窓
」
と
、
「
水
密
」
と
あ
る
の
は
「
風
雨
密
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
ハ
ッ
チ
の
閉
鎖
）

第
四
十
条
　
上
甲
板
等
に
設
け
る
ハ
ッ
チ
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
ハ
ッ
チ
の
位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
コ
ー
ミ
ン
グ
及
び
閉
鎖
装
置
に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
又
は
第
一
級
閉
囲
甲
板
室
に

よ
り
閉
囲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
風
雨
密
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
上
甲
板
等
に
設
け
る
ハ
ッ
チ
を
閉
囲
す
る
第
一
級
閉
囲
甲
板
室
の
上
部
の
甲
板
に
設
け
る
ハ
ッ
チ
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
機
関
室
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
一
条
　
上
甲
板
等
に
設
け
る
機
関
室
口
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
機
関
室
口
の
位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
機
関
室
口
囲
壁
又
は
甲
板
室
に
よ
り
閉
囲
す
る
こ
と
に
よ
り
（
限
定
近
海

船
（
船
舶
救
命
設
備
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
運
輸
省
令
第
三
十
六
号
）
第
一
条
の
二
第
七
項
の
限
定
近
海
船
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
沿
海
区
域
又
は
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
に
あ
っ
て
は
、
告
示
で
定
め

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
）
、
風
雨
密
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
上
甲
板
等
に
設
け
る
機
関
室
口
を
閉
囲
す
る
甲
板
室
の
上
部
の
甲
板
に
設
け
る
機
関
室
口
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
機
関
室
口
囲
壁
に
出
入
口
を
設
け
る
場
合
に
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
出
入
口
の
位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
閉
鎖
装
置
に
よ
り
、
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
昇
降
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
二
条
　
上
甲
板
等
に
設
け
る
昇
降
口
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
昇
降
口
の
位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
昇
降
口
室
又
は
甲
板
室
に
よ
り
閉
囲
す
る
こ
と
に
よ
り
（
限
定
近
海
船
及
び
沿

海
区
域
又
は
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
に
あ
っ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
）
、
風
雨
密
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
上
甲
板
等
に
設
け
る
昇
降
口
を
閉
囲
す
る
甲
板
室
の
上
部
の
甲
板
に
設
け
る
昇
降
口
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
平
甲
板
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
三
条
　
上
甲
板
等
に
設
け
る
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
平
甲
板
口
は
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
閉
鎖
装
置
に
よ
り
、
水
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
風
筒
の
開
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
四
条
　
上
甲
板
等
に
設
け
る
通
風
筒
の
開
口
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
通
風
筒
の
位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
コ
ー
ミ
ン
グ
及
び
閉
鎖
装
置
に
よ
り
、
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
コ
ー
ミ
ン
グ
の
高
さ
が
通
風
筒
の
位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
値
以
上
で
あ
る
通
風
筒
の
開
口
に
つ
い
て
は
、
船
舶
防
火
構
造
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
運
輸
省
令
第
十
一
号
）

第
五
十
一
条
第
三
項
及
び
第
五
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
閉
鎖
装
置
を
設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
上
甲
板
等
に
設
け
る
昇
降
口
で
あ
っ
て
上
甲
板
等
よ
り
も
下
方
に
通
ず
る
も
の
を
閉
囲
す
る
甲
板
室
の
上
部
の
甲
板
に
設
け
る
通
風
筒
の
開
口
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
四
条
の
二
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
関
区
域
に
連
続
的
に
空
気
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
上
甲
板
等
に
設
け
る
通
風
筒
の
開
口
は
、
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
閉
鎖
装
置
を
設
け
ず
、
か
つ
、
通
風
筒
の

位
置
の
区
分
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
値
以
上
の
高
さ
の
コ
ー
ミ
ン
グ
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
を
考
慮
し
て
そ
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に

適
合
す
る
閉
鎖
装
置
を
設
け
、
か
つ
、
当
該
区
域
に
連
続
し
た
十
分
な
空
気
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
他
の
適
切
な
装
置
を
設
け
る
と
き
は
、
コ
ー
ミ
ン
グ
の
高
さ
を
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
減
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
非
常
電
源
の
用
に
供
す
る
発
電
機
を
備
え
る
区
域
で
あ
っ
て
当
該
区
域
が
復
原
性
の
計
算
に
お
い
て
浮
力
の
算
入
範
囲
内
に
あ
る
も
の
又
は
当
該
区
域
が
下
方
に
通
ず
る
開
口
を
有
す
る
も
の
の
上
部
の
暴
露
甲

板
に
設
け
る
通
風
筒
の
開
口
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
空
気
管
の
開
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
五
条
　
上
甲
板
等
に
設
け
る
空
気
管
の
開
口
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
測
深
管
等
の
開
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
六
条
　
上
甲
板
等
に
設
け
る
測
深
管
の
開
口
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
開
口
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
錨
鎖
管
及
び
錨
鎖
庫
の
開
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
六
条
の
二
　
上
甲
板
等
に
設
け
る
錨
鎖
管
及
び
錨
鎖
庫
の
開
口
は
、
海
水
等
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
上
甲
板
等
の
水
密
の
保
持
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
四
十
七
条
　
こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
上
甲
板
等
の
水
密
の
保
持
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
四
節
　
水
密
隔
壁

（
船
首
隔
壁
に
設
け
る
開
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
八
条
　
船
首
隔
壁
の
上
甲
板
（
低
船
首
楼
の
位
置
に
設
け
る
船
首
隔
壁
に
あ
っ
て
は
、
上
甲
板
の
直
上
の
甲
板
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
よ
り
も
下
方
の
部
分
は
水
密
と
し
、
こ
れ
に
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
管
を
通

す
た
め
に
設
け
る
開
口
で
あ
っ
て
管
の
貫
通
部
が
水
密
で
あ
る
も
の
以
外
の
開
口
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
船
首
隔
壁
の
上
甲
板
よ
り
も
上
方
の
部
分
は
風
雨
密
と
し
、
こ
れ
に
開
口
を
設
け
る
場
合
に
は
、
風
雨
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
船
首
隔
壁
以
外
の
水
密
隔
壁
に
設
け
る
開
口
の
閉
鎖
）

第
四
十
九
条
　
船
首
隔
壁
以
外
の
水
密
隔
壁
の
上
甲
板
（
低
船
首
楼
又
は
低
船
尾
楼
の
位
置
に
設
け
る
船
首
隔
壁
以
外
の
水
密
隔
壁
に
あ
っ
て
は
、
上
甲
板
の
直
上
の
甲
板
）
よ
り
も
下
方
の
部
分
は
水
密
と
し
、
こ
れ
に
次
に
掲
げ
る

開
口
以
外
の
開
口
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
水
密
戸
に
よ
り
水
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
出
入
口

二
　
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
閉
鎖
装
置
に
よ
り
水
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ン
ホ
ー
ル

三
　
ビ
ル
ジ
管
、
バ
ラ
ス
ト
管
そ
の
他
の
管
を
通
す
た
め
に
設
け
る
開
口
で
あ
っ
て
、
管
の
貫
通
部
が
水
密
で
あ
る
も
の
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四
　
管
系
に
係
ら
な
い
弁
又
は
コ
ッ
ク
で
あ
っ
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
を
取
り
付
け
る
た
め
に
設
け
る
開
口
で
あ
っ
て
、
弁
又
は
コ
ッ
ク
の
取
付
部
が
水
密
で
あ
る
も
の

（
水
密
隔
壁
に
設
け
る
開
口
の
閉
鎖
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
五
十
条
　
こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
水
密
隔
壁
に
設
け
る
開
口
の
閉
鎖
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
五
節
　
内
底
板

（
内
底
板
に
設
け
る
開
口
の
閉
鎖
）

第
五
十
一
条
　
内
底
板
は
、
水
密
と
し
、
こ
れ
に
開
口
を
設
け
る
場
合
に
は
、
水
密
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
節
　
雑
則

（
船
体
の
水
密
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造
に
関
す
る
船
舶
区
画
規
程
の
適
用
）

第
五
十
二
条
　
船
側
外
板
の
水
密
の
保
持
及
び
水
密
隔
壁
に
設
け
る
開
口
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
船
舶
区
画
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
五
章
　
排
水
設
備

第
一
節
　
排
水
管
、
放
水
口
そ
の
他
の
排
水
設
備

（
排
水
管
及
び
排
水
口
）

第
五
十
三
条
　
暴
露
甲
板
に
は
、
甲
板
上
の
水
を
排
出
す
る
た
め
の
船
外
に
通
ず
る
排
水
口
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
暴
露
甲
板
以
外
の
甲
板
に
は
、
甲
板
上
の
水
を
排
出
す
る
た
め
の
適
当
な
排
水
管
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
上
甲
板
上
の
閉
囲
さ
れ
た
貨
物
区
域
（
船
舶
防
火
構
造
規
則
第
二
条
第
十
七
号
の
貨
物
区
域
を
い
う
。
）

内
の
甲
板
で
あ
っ
て
管
海
官
庁
が
貨
物
区
域
の
大
き
さ
等
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
甲
板
並
び
に
第
一
級
閉
囲
船
楼
及
び
第
一
級
閉
囲
甲
板
室
内
部
の
上
甲
板
に
設
け
る
排
水
管
は
、
船
内
ビ
ル
ジ
だ
め
ま
で
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
排
水
管
に
第
六
十
一
条
第
一
項
の
自
動
不

還
弁
を
設
け
る
場
合
（
貨
物
を
積
載
す
る
第
一
級
閉
囲
船
楼
に
あ
っ
て
は
、
船
舶
の
直
立
状
態
か
ら
上
甲
板
の
舷
端
が
水
面
に
達
す
る
ま
で
の
横
傾
斜
角
が
五
度
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
そ
の
他
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
を
考
慮

し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
船
外
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
一
級
閉
囲
船
楼
以
外
の
船
楼
内
の
甲
板
及
び
第
一
級
閉
囲
甲
板
室
以
外
の
甲
板
室
内
の
甲
板
に
設
け
る
排
水
管
は
、
船
外
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
船
側
外
板
を
貫
通
す
る
位
置
が
告
示
で
定
め
る
位
置
よ
り
も
下
方
で
あ
る
排
水
管
に
は
、
貫
通
部
に
不
還
弁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
項
の
排
水
管
で
あ
っ
て
貫
通
部
に
同
項
た
だ
し
書
の
自
動
不
還
弁
を
設

け
た
も
の
及
び
厚
さ
が
告
示
で
定
め
る
値
以
上
で
あ
る
排
水
管
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
船
楼
内
の
水
を
排
出
す
る
た
め
の
設
備
）

第
五
十
四
条
　
開
放
甲
板
上
の
ブ
ル
ワ
ー
ク
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
ウ
ェ
ル
に
対
し
て
一
端
又
は
両
端
が
開
放
さ
れ
た
船
楼
に
は
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
船
楼
内
の
水
を
排
出
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
大
量
の
水
を
噴
射
す
る
固
定
式
消
火
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
区
域
に
設
け
る
排
水
管
）

第
五
十
五
条
　
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
内
の
告
示
で
定
め
る
区
域
で
あ
っ
て
固
定
式
加
圧
水
噴
霧
装
置
（
船
舶
消
防
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十
七
号
）
第
五
条
第
五
号
の
固
定
式
加
圧
水
噴
霧
装
置
を
い

う
。
第
五
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
の
大
量
の
水
を
噴
射
す
る
固
定
式
消
火
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
大
量
の
水
を
速
や
か
に
直
接
船
外
に
排
出
す
る
た
め
の
排
水
管
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
放
水
口
）

第
五
十
六
条
　
上
甲
板
及
び
船
楼
甲
板
の
ブ
ル
ワ
ー
ク
に
は
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
甲
板
上
の
水
を
速
や
か
に
放
出
す
る
た
め
の
放
水
口
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
排
水
設
備
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
五
十
七
条
　
こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
排
水
管
、
放
水
口
そ
の
他
の
排
水
設
備
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
二
節
　
排
水
装
置

（
ビ
ル
ジ
管
装
置
及
び
バ
ラ
ス
ト
管
装
置
）

第
五
十
八
条
　
水
密
区
画
室
（
液
体
（
水
バ
ラ
ス
ト
を
除
く
。
）
を
積
載
す
る
水
密
区
画
室
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
ビ
ル
ジ
管
装
置
（
水
バ
ラ
ス
ト
を
積
載
す
る
区
画
室
に
あ

っ
て
は
、
バ
ラ
ス
ト
管
装
置
）
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
系
に
係
ら
な
い
弁
又
は
コ
ッ
ク
に
よ
り
ビ
ル
ジ
又
は
水
バ
ラ
ス
ト
を
他
の
区
画
室
に
排
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
及
び
管
海
官
庁
が
水
密
区
画
室
の
大

き
さ
等
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
船
舶
の
横
傾
斜
角
が
告
示
で
定
め
る
値
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
水
密
区
画
室
か
ら
有
効
に
ビ
ル
ジ
又
は
水
バ
ラ
ス
ト
を
排
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
弁
又
は
コ
ッ
ク
は
、
容
易
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
お
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
大
量
の
水
を
噴
射
す
る
固
定
式
消
火
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
区
域
に
設
け
る
排
水
装
置
）

第
五
十
九
条
　
船
内
の
告
示
で
定
め
る
区
域
で
あ
っ
て
固
定
式
加
圧
水
噴
霧
装
置
そ
の
他
の
大
量
の
水
を
噴
射
す
る
固
定
式
消
火
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
大
量
の
水
を
速
や
か
に
直
接
船
外
に
排
出
す
る
た
め
、
告
示
で

定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
排
水
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
船
内
ビ
ル
ジ
だ
め
）

第
六
十
条
　
船
内
ビ
ル
ジ
だ
め
（
告
示
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
容
積
は
、
告
示
で
定
め
る
値
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
排
出
管
）

第
六
十
一
条
　
船
内
の
上
甲
板
よ
り
も
下
方
の
場
所
又
は
上
甲
板
上
の
第
一
級
閉
囲
船
楼
若
し
く
は
第
一
級
閉
囲
甲
板
室
の
内
部
か
ら
船
側
外
板
を
貫
通
す
る
排
出
管
に
は
、
海
水
が
船
内
に
流
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
告
示

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
自
動
不
還
弁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
一
級
閉
囲
船
楼
以
外
の
船
楼
の
内
部
か
ら
船
側
外
板
を
貫
通
す
る
排
出
管
に
は
、
自
動
不
還
弁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３
　
船
側
外
板
を
貫
通
す
る
位
置
が
告
示
で
定
め
る
位
置
よ
り
も
下
方
で
あ
る
排
出
管
に
は
、
貫
通
部
に
不
還
弁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
項
の
排
出
管
で
あ
っ
て
貫
通
部
に
同
項
の
自
動
不
還
弁
を
設
け
た
も
の

及
び
厚
さ
が
告
示
で
定
め
る
値
以
上
の
排
出
管
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
排
出
管
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
排
水
装
置
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
六
十
二
条
　
排
水
装
置
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
船
舶
区
画
規
程
及
び
船
舶
機
関
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
運
輸
省
令
第
二
十
八
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
こ
の
節
並
び
に
船
舶
区
画
規
程
及
び
船
舶
機
関
規
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ビ
ル
ジ
吸
引
管
の
内
径
そ
の
他
の
排
水
装
置
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
六
章
　
雑
則

（
防
食
）

第
六
十
三
条
　
外
板
、
暴
露
甲
板
、
船
底
湾
曲
部
、
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
（
専
ら
燃
料
油
、
潤
滑
油
又
は
貨
物
油
（
次
項
及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
燃
料
油
等
」
と
い
う
。
）
を
積
載
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
内
面
そ
の
他
の

腐
食
が
生
じ
や
す
い
箇
所
に
は
、
告
示
で
定
め
る
防
食
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
載
貨
重
量
ト
ン
数
五
千
ト
ン
以
上
の
原
油
の
輸
送
の
用
に
供
す
る
タ
ン
カ
ー
（
船
舶
区
画
規
程
第
二
条
第
二
項
の
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。
）
の
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
（
専
ら
燃
料
油
等
を
積
載
す
る
も
の
の
う
ち
、
原
油
を
積
載
す
る
も
の

に
限
る
。
）
内
の
腐
食
が
生
じ
や
す
い
箇
所
に
は
、
告
示
で
定
め
る
防
食
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
当
該
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
に
積
載
す
る
原
油
の
成
分
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
防
汚
方
法
）

第
六
十
四
条
　
防
汚
方
法
（
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
二
の
防
汚
方
法
を
い
う
。
）
は
、
告
示
で
定
め
る
ス
ズ
の
含
有
率
を
超
え
る
有
機
ス
ズ
化
合
物
又
は
シ
ブ
ト
リ
ン
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

（
コ
フ
ァ
ダ
ム
）

第
六
十
五
条
　
清
水
タ
ン
ク
と
燃
料
油
等
を
積
載
す
る
タ
ン
ク
と
の
間
に
は
、
清
水
タ
ン
ク
へ
の
燃
料
油
等
の
混
入
を
防
止
す
る
た
め
、
コ
フ
ァ
ダ
ム
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
燃
料
油
タ
ン
ク
の
頂
板
又
は
側
板
と
船
員
室
又
は
旅
客
室
と
の
間
に
は
、
十
分
な
通
風
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
人
が
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
フ
ァ
ダ
ム
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
告
示
で
定
め
る

構
造
を
有
す
る
燃
料
油
タ
ン
ク
の
頂
板
と
船
員
室
又
は
旅
客
室
と
の
間
に
は
、
コ
フ
ァ
ダ
ム
を
設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
測
深
管
等
）

第
六
十
六
条
　
デ
ィ
ー
プ
タ
ン
ク
、
コ
フ
ァ
ダ
ム
及
び
容
易
に
近
づ
く
こ
と
が
困
難
な
水
密
区
画
室
に
は
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
測
深
管
又
は
内
部
の
液
量
を
計
測
す
る
た
め
の
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
管
海
官
庁
が
船
舶
の
構
造
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
船
舶
の
用
途
に
応
じ
て
必
要
な
船
体
の
構
造
）

第
六
十
七
条
　
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
船
舶
の
用
途
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
船
体
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
告
示
で
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
七
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
鋼
船
構
造
規
程
の
廃
止
）

２
　
鋼
船
構
造
規
程
（
昭
和
十
五
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
木
船
構
造
規
則
の
廃
止
）

３
　
木
船
構
造
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
運
輸
省
令
第
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
経
過
措
置
）

４
　
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
（
次
項
に
お
い
て
「
現
存
船
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改
造
を
行
う
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
に
お
い
て
現
に
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
鋼
船
構
造
規
程
第
四
百
八
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
溶
接
工
に
つ
い
て
は
、
当
該
合
格
証
明
書
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
間

は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
条
第
一
項
の
試
験
に
合
格
し
た
溶
接
工
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
一
七
日
運
輸
省
令
第
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
千
九
百
六
十
六
年
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
の
千
九
百
八
十
八
年
の
議
定
書
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
六
月
三
〇
日
運
輸
省
令
第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
七
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
二
日
運
輸
省
令
第
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
申
請
に
係
る
手
数
料
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
九
日
運
輸
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
〇
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
一
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
二
五
日
国
土
交
通
省
令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
構
造
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
構
造
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
七
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
七
月
一
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
二
千
一
年
の
船
舶
の
有
害
な
防
汚
方
法
の
規
制
に
関
す
る
国
際
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
現
存
船
（
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
有
機
ス
ズ
化
合
物
を
含
む
防
汚
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
引
き
続
き
当
該
現

存
船
に
使
用
し
、
か
つ
、
適
切
な
被
覆
に
よ
り
有
機
ス
ズ
化
合
物
が
水
中
に
浸
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」

と
い
う
。
）
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
構
造
規
則
（
以
下
「
新
構
造
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
現
存
船
に
使
用
さ
れ
て
い
る
防
汚
方
法
（
前
項
に
規
定
す
る
防
汚
方
法
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
引
き
続
き
当
該
現
存
船
に
使
用
す
る
場
合
に
限
り
、
平
成
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
は
、
新
規
則
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
新
構
造
規
則
第
六
十
四
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
国
土
交
通
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
二
四
日
国
土
交
通
省
令
第
九
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
構
造
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条
　
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
構
造
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改
造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
一
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
申
請
に
係
る
手
数
料
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
九
日
国
土
交
通
省
令
第
八
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
一
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
舶
構
造
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
前
に
建
造
契
約
が
結
ば
れ
た
タ
ン
カ
ー
（
建
造
契
約
が
な
い
タ
ン
カ
ー
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
も
の
）
で
あ
っ
て
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
前
に
船
舶

所
有
者
に
対
し
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
に
講
じ
る
防
食
措
置
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
構
造
規
則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
七
月
一
日
国
土
交
通
省
令
第
六
二
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
六
日
国
土
交
通
省
令
第
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
一
日
国
土
交
通
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
現
存
船
（
施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
シ
ブ
ト
リ
ン
を
含
む
防
汚
方
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
防
汚
方
法
」

と
い
う
。
）
（
次
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
定
防
汚
方
法
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
引
き
続
き
当
該
現
存
船
に
使
用
し
、
か
つ
、
適
切
な
被
覆
に
よ
り
シ
ブ
ト
リ
ン
が
水
中
に
浸
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
構
造
規
則
（
以
下
「
新
構
造

規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
特
定
防
汚
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
防
汚
方
法
以
外
の
新
た
な
防
汚
方
法
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
海
水
に
接
触
し
な
い
も
の
又
は
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
現
存
船
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
引
き
続
き
当
該
特
定
防
汚
方
法
が
使
用
さ
れ
て
い
る
現
存
船
に
使
用
す
る
場
合
に
限
り
、
新
規
則
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
新
構
造
規
則
第
六
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

た
だ
し
、
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
現
存
船
の
船
舶
所
有
者
が
、
国
際
防
汚
方
法
証
書
の
交
付
又
は
裏
書
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
（
当
該
現
存
船
に
使
用
さ
れ
て
い
る
特
定
防
汚
方
法
が
、
当
該
特
定
防
汚
方
法
以
外
の
新
た
な
防

汚
方
法
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
海
水
に
接
触
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
半
潜
水
型
又
は
甲
板
昇
降
型
の
現
存
船
に
使
用
さ
れ
て
い
る
特
定
防
汚
方
法
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
定
防
汚
方
法
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
引
き
続
き
当
該
現
存
船
に
使
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後

に
当
該
現
存
船
が
入
渠
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
新
規
則
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
新
構
造
規
則
第
六
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
特
定
防
汚
方
法
（
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
定
防
汚
方
法
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
引
き
続
き
当
該
特
定
防
汚
方
法
が
使
用
さ
れ
て
い
る
現
存
船
に
使
用
す
る
場
合
に
限
り
、
施
行
日
以
後
最
初
に
船
舶
安
全
法

施
行
規
則
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
又
は
当
該
特
定
防
汚
方
法
の
使
用
が
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
間
は
、
新
規
則
第
六
十
五
条
第
一
項

及
び
新
構
造
規
則
第
六
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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